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栃 木 県 規 則 第 十 号

栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 の 施 行 期 日

を 定 め る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

 令 和 元 年 十 月 三 十 一 日    

                              栃 木 県 知 事  福  田  富  一

栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 の 施 行 

期 日 を 定 め る 規 則

栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 四 号 ） 附 則 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 期 日 は 、 令 和 元 年 十 一 月 三 日 と す る 。       

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）
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栃 木 県 規 則 第 十 一 号

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 年 栃 木 県 規 則 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ ３ 略 １ ～ ３ 略

（ 母 子 臨 時 児 童 扶 養 等 資 金 の 貸 付 け ）

４ 第 三 条 、 第 五 条 、 第 六 条 、 第 七 条 第 一 項 、 第 八

条 及 び 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま で の 規 定 は 、 令 附

則 第 七 条 に 規 定 す る 母 子 臨 時 児 童 扶 養 等 資 金 の 貸

付 け に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 七

条 第 一 項 中 「 、 令 第 九 条 第 一 項 の 保 証 人 又 は 同 条

第 三 項 の 連 帯 債 務 を 負 担 す る 借 主 」 と あ る の は

「 又 は 令 附 則 第 七 条 第 五 項 の 保 証 人 」 と 、 第 八 条

中 「 次 の 」 と あ る の は 「 当 該 貸 付 け に 係 る 児 童

（ 二 十 歳 に 達 し た 者 を 含 む 。 ） が 次 の 」 と 、 第 十

三 条 中 「 第 十 六 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 九

項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 六 条 （ 第 一 号 又 は 第 二

号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 」 と 、 第 十 四 条 中 「 第 十

七 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 九 項 に お い て 準

用 す る 令 第 十 七 条 」 と 、 第 十 五 条 第 一 項 中 「 第 十

九 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 七 項 又 は

同 条 第 九 項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 九 条 第 一 項 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 父 子 臨 時 児 童 扶 養 資 金 の 貸 付 け ）

５ 第 三 条 、 第 五 条 、 第 六 条 、 第 七 条 第 一 項 、 第 八

条 及 び 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま で の 規 定 は 、 令 附

則 第 八 条 に 規 定 す る 父 子 臨 時 児 童 扶 養 資 金 の 貸 付

け に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 八 条

中 「 次 の 」 と あ る の は 「 当 該 貸 付 け に 係 る 児 童

（ 二 十 歳 に 達 し た 者 を 含 む 。 ） が 次 の 」 と 、 第 十

三 条 中 「 第 十 六 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 六 条 （ 第 一 号 又 は 第 二

号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 」 と 、 第 十 四 条 中 「 第 十

七 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 三 項 に お い て 準

用 す る 令 第 十 七 条 」 と 、 第 十 五 条 第 一 項 中 「 第 十

九 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 令 附 則 第 七 条 第 七 項 又 は 令 附 則 第 八

条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 九 条 第 一 項 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。

「

別 記 様 式 第 三 号 及 び 別 記 様 式 第 五 号 中

年1.5パセント・無利子

を

ー
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栃 木 県 規 則 第 十 一 号

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 年 栃 木 県 規 則 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ ３ 略 １ ～ ３ 略

（ 母 子 臨 時 児 童 扶 養 等 資 金 の 貸 付 け ）

４ 第 三 条 、 第 五 条 、 第 六 条 、 第 七 条 第 一 項 、 第 八

条 及 び 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま で の 規 定 は 、 令 附

則 第 七 条 に 規 定 す る 母 子 臨 時 児 童 扶 養 等 資 金 の 貸

付 け に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 七

条 第 一 項 中 「 、 令 第 九 条 第 一 項 の 保 証 人 又 は 同 条

第 三 項 の 連 帯 債 務 を 負 担 す る 借 主 」 と あ る の は

「 又 は 令 附 則 第 七 条 第 五 項 の 保 証 人 」 と 、 第 八 条

中 「 次 の 」 と あ る の は 「 当 該 貸 付 け に 係 る 児 童

（ 二 十 歳 に 達 し た 者 を 含 む 。 ） が 次 の 」 と 、 第 十

三 条 中 「 第 十 六 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 九

項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 六 条 （ 第 一 号 又 は 第 二

号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 」 と 、 第 十 四 条 中 「 第 十

七 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 九 項 に お い て 準

用 す る 令 第 十 七 条 」 と 、 第 十 五 条 第 一 項 中 「 第 十

九 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 七 条 第 七 項 又 は

同 条 第 九 項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 九 条 第 一 項 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 父 子 臨 時 児 童 扶 養 資 金 の 貸 付 け ）

５ 第 三 条 、 第 五 条 、 第 六 条 、 第 七 条 第 一 項 、 第 八

条 及 び 第 十 三 条 か ら 第 十 六 条 ま で の 規 定 は 、 令 附

則 第 八 条 に 規 定 す る 父 子 臨 時 児 童 扶 養 資 金 の 貸 付

け に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 八 条

中 「 次 の 」 と あ る の は 「 当 該 貸 付 け に 係 る 児 童

（ 二 十 歳 に 達 し た 者 を 含 む 。 ） が 次 の 」 と 、 第 十

三 条 中 「 第 十 六 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 六 条 （ 第 一 号 又 は 第 二

号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 」 と 、 第 十 四 条 中 「 第 十

七 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 三 項 に お い て 準

用 す る 令 第 十 七 条 」 と 、 第 十 五 条 第 一 項 中 「 第 十

九 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 八 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 令 附 則 第 七 条 第 七 項 又 は 令 附 則 第 八

条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 令 第 十 九 条 第 一 項 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。

「

別 記 様 式 第 三 号 及 び 別 記 様 式 第 五 号 中

年1.5パセント・無利子

を

ー

-
2

-

（据置期間中は無利子）、

」

「

年１パセント・無利子

に 改 め る 。

ー

（据置期間中は無利子）、

」

別 記 様 式 第 十 九 号 中 「母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令第16条第号（同令第31条の７又は第38条にお

いて準用する同令第16条第号）に」 を 「母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令

に」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ こ ど も 政 策 課 ）
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（据置期間中は無利子）、

」

「

年１パセント・無利子

に 改 め る 。

ー

（据置期間中は無利子）、

」

別 記 様 式 第 十 九 号 中 「母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令第16条第号（同令第31条の７又は第38条にお

いて準用する同令第16条第号）に」 を 「母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令

に」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ こ ど も 政 策 課 ）

栃 木 県 規 則 第 十 二 号

栃 木 県 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 財 務 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 規 則 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 長 期 継 続 契 約 を 締 結 す る こ と が で き る 契 約 ） （ 長 期 継 続 契 約 を 締 結 す る こ と が で き る 契 約 ）

第 百 四 十 八 条 の 二 略 第 百 四 十 八 条 の 二 略

２ 条 例 本 則 第 三 号 ロ に 掲 げ る 契 約 に 係 る 同 号 に 規 ２ 条 例 本 則 第 三 号 ロ に 掲 げ る 契 約 に 係 る 同 号 に 規

定 す る 規 則 で 定 め る 契 約 は 、 次 に 掲 げ る 契 約 と す 定 す る 規 則 で 定 め る 契 約 は 、 次 に 掲 げ る 契 約 と す

る 。 る 。

一 ～ 十 六 略 一 ～ 十 六 略

十 七 相 談 支 援 に 関 す る 業 務 （ 専 門 的 な 知 識 若 し

く は 技 術 又 は 相 当 の 経 験 を 必 要 と す る も の に 限

る 。 ） の 委 託 に 関 す る 契 約

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 会 計 局 会 計 管 理 課 ）
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-

○栃木県体育施設設置管理及び使用料条例施行規則の一部改正、

栃 木 県 規 則 第 十 三 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 栃 木 県 規 則 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 一 ） 及 び 別 記 様 式 第 二 号 （ そ の 一 ） 中

「

Ａ本館 Ｂ武道館 Ｃ別館 Ｄ弓道場

Ｅプル館（ 大プル） Ｆプル館（ 小プル）ー ー ー ー

Ｇ本館（ 大会議室） Ｈ本館（ 小会議室） Ｉプル館会議室ー

Ｊ武道館（ 大会議室） Ｋ武道館（ 小会議室） を

ＬフロアシトＭフットライト（ 列） Ｎボダライト（ 列）ー ー ー

Ｏホリゾントライト（ 列） Ｐシリングライト（ 列） Ｑスポットライト（ 台）ー

Ｒフロア照明（１／２灯） Ｓフロア照明（３／４灯） Ｔフロア照明（全灯）

」

「

Ａ本 館Ｂ別 館Ｃ弓 道 場

Ｄプル館（大プル） Ｅプル館（小プル）ー ー ー ー

Ｆ本館（ 大会議室） Ｇ本館（ 小会議室） Ｈプル館会議室ー

Ｉ武道館（ 大会議室） Ｊ武道館（ 小会議室） に 改

ＫフロアシトＬフットライト（ 列） Ｍボダライト（ 列）ー ー ー

Ｎホリゾントライト（ 列） Ｏシリングライト（ 列） Ｐスポットライト（ 列）ー

Ｑフロア照明（１／２灯） Ｒフロア照明（３／４灯） Ｓフロア照明（全灯）

」

め る 。
附 則

１ こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 三 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 改 正 前 の 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に よ り 調 製 さ れ た

諸 用 紙 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 残 存 す る も の に 限 り 、 当 分 の 間 、 所 要 の 補 正 を し て 使 用 す る こ と が で き

る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）



（4） 栃 木 県 公 報 号外第31号令和元（2019）年10月31日　木曜日

訓 令

-
1

-

○栃木県体育施設設置管理及び使用料条例施行規則の一部改正、

栃 木 県 規 則 第 十 三 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 栃 木 県 規 則 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 一 ） 及 び 別 記 様 式 第 二 号 （ そ の 一 ） 中

「

Ａ本館 Ｂ武道館 Ｃ別館 Ｄ弓道場

Ｅプル館（ 大プル） Ｆプル館（ 小プル）ー ー ー ー

Ｇ本館（ 大会議室） Ｈ本館（ 小会議室） Ｉプル館会議室ー

Ｊ武道館（ 大会議室） Ｋ武道館（ 小会議室） を

ＬフロアシトＭフットライト（ 列） Ｎボダライト（ 列）ー ー ー

Ｏホリゾントライト（ 列） Ｐシリングライト（ 列） Ｑスポットライト（ 台）ー

Ｒフロア照明（１／２灯） Ｓフロア照明（３／４灯） Ｔフロア照明（全灯）

」

「

Ａ本 館Ｂ別 館Ｃ弓 道 場

Ｄプル館（大プル） Ｅプル館（小プル）ー ー ー ー

Ｆ本館（ 大会議室） Ｇ本館（ 小会議室） Ｈプル館会議室ー

Ｉ武道館（ 大会議室） Ｊ武道館（ 小会議室） に 改

ＫフロアシトＬフットライト（ 列） Ｍボダライト（ 列）ー ー ー

Ｎホリゾントライト（ 列） Ｏシリングライト（ 列） Ｐスポットライト（ 列）ー

Ｑフロア照明（１／２灯） Ｒフロア照明（３／４灯） Ｓフロア照明（全灯）

」

め る 。
附 則

１ こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 三 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 改 正 前 の 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に よ り 調 製 さ れ た

諸 用 紙 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 残 存 す る も の に 限 り 、 当 分 の 間 、 所 要 の 補 正 を し て 使 用 す る こ と が で き

る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）

-
1

-

栃 木 県 訓 令 第 二 号

本 庁

出 先 機 関

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 及 び 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 及 び 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

（ 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 訓 令 第 百 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 日 直 勤 務 ） （ 宿 日 直 勤 務 ）

第 二 条 こ の 訓 令 に お い て 、 宿 日 直 勤 務 と は 、 職 員 第 二 条 こ の 訓 令 に お い て 、 宿 日 直 勤 務 と は 、 職 員

の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七

年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す

る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の

勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八

条 に 規 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 条 に 規 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始

の 休 日 若 し く は 国 の 行 事 が 行 わ れ る 日 で 知 事 が 指 の 休 日 若 し く は 国 の 行 事 が 行 わ れ る 日 で 知 事 が 指

定 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 定 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に

従 事 し な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 を い う 。 従 事 し な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 を い う 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

（ 宿 日 直 手 当 の 額 ） （ 宿 日 直 手 当 の 額 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 住 込 者 の 行 う 勤 務 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 そ の 勤 務 一 回 に つ き 五 百 八 十 円 と す

る 。

（ 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 訓 令 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 十 六 条 の 二 略 第 十 六 条 の 二 略

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第 ２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第

五 条 の 九 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 第 二 項 に お い 五 条 の 四 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 五 第 三 項 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 十 二 第 三 て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 八 第 三 項

項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を （ 同 規 則 第 五 条 の 九 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状

況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 十 四 号 の 三 ） を 所 属 長 に 提 況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 十 四 号 の 三 ） を 所 属 長 に 提

出 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 出 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。

（ 欠 勤 ） （ 欠 勤 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す 第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す

る 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 る 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時



（5）栃 木 県 公 報 号外第31号令和元（2019）年10月31日　木曜日

教 育 委 員 会

-
1

-

栃 木 県 訓 令 第 二 号

本 庁

出 先 機 関

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 及 び 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 及 び 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

（ 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 訓 令 第 百 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 日 直 勤 務 ） （ 宿 日 直 勤 務 ）

第 二 条 こ の 訓 令 に お い て 、 宿 日 直 勤 務 と は 、 職 員 第 二 条 こ の 訓 令 に お い て 、 宿 日 直 勤 務 と は 、 職 員

の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七

年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す

る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の

勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八

条 に 規 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 条 に 規 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始

の 休 日 若 し く は 国 の 行 事 が 行 わ れ る 日 で 知 事 が 指 の 休 日 若 し く は 国 の 行 事 が 行 わ れ る 日 で 知 事 が 指

定 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 定 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に

従 事 し な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 を い う 。 従 事 し な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 を い う 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

（ 宿 日 直 手 当 の 額 ） （ 宿 日 直 手 当 の 額 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 住 込 者 の 行 う 勤 務 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 そ の 勤 務 一 回 に つ き 五 百 八 十 円 と す

る 。

（ 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 職 員 服 務 規 程 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 訓 令 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 十 六 条 の 二 略 第 十 六 条 の 二 略

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第 ２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第

五 条 の 九 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 第 二 項 に お い 五 条 の 四 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 五 第 三 項 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 十 二 第 三 て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 八 第 三 項

項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を （ 同 規 則 第 五 条 の 九 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状

況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 十 四 号 の 三 ） を 所 属 長 に 提 況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 十 四 号 の 三 ） を 所 属 長 に 提

出 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 出 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。

（ 欠 勤 ） （ 欠 勤 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す 第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す

る 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 る 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時

-
2

-

間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、 承 認 が あ つ た 場 合 間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、 承 認 が あ つ た 場 合

を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。 を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

別 記 様 式 第 十 一 号 の 六 中 「第５条の10第２項各号」 を 「第５条の14第２項各号」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）

-
1

-

栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 四 条 の 二 略 第 四 条 の 二 略

（ 宿 日 直 勤 務 ）

第 四 条 の 三 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 断 続 的 な 勤 務 は 、 本 来 の 勤 務 に 従 事 し

な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 と す る 。

一 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 全 、 外 部 と の

連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内 の 監 視 を 目 的 と す る

勤 務

二 次 に 掲 げ る 宿 日 直 勤 務

イ 特 別 支 援 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が そ の 寄 宿 生

に 対 し て 行 う 介 護 の 業 務 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務
ロ 夜 間 等 に お い て 農 業 及 び 水 産 に 関 す る 課 程

を 置 く 県 立 の 高 等 学 校 に 勤 務 す る 職 員 （ 給 与

条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 に 限

る 。 第 四 条 の 七 に お い て 同 じ 。 ） が 行 う 学 校

農 場 及 び 水 産 実 習 場 の 管 理 等 の 業 務 を 主 と す

る 宿 日 直 勤 務

第 四 条 の 四 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 に 掲 げ る 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 勤 務 が 過 度 に な ら な い よ

う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の

時 間 に お け る 勤 務 を 命 ず る こ と が で き る 場 合 ）

第 四 条 の 五 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 の 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 第 四 条 の 三 に 掲 げ る

勤 務 を 命 じ よ う と す る 時 間 帯 に 、 当 該 勤 務 に 従 事

す る 職 員 の う ち 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 以 外 の 職 員

に 当 該 勤 務 を 命 ず る こ と が で き な い 場 合 と す る 。

２ 条 例 第 六 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に お い て 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

同 項 に 規 定 す る 勤 務 を 命 じ な け れ ば 公 務 の 運 営 に

著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る と き と す る 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 際 の 考 慮 ）
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栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 四 条 の 二 略 第 四 条 の 二 略

（ 宿 日 直 勤 務 ）

第 四 条 の 三 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 断 続 的 な 勤 務 は 、 本 来 の 勤 務 に 従 事 し

な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 と す る 。

一 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 全 、 外 部 と の

連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内 の 監 視 を 目 的 と す る

勤 務

二 次 に 掲 げ る 宿 日 直 勤 務

イ 特 別 支 援 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が そ の 寄 宿 生

に 対 し て 行 う 介 護 の 業 務 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務
ロ 夜 間 等 に お い て 農 業 及 び 水 産 に 関 す る 課 程

を 置 く 県 立 の 高 等 学 校 に 勤 務 す る 職 員 （ 給 与

条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 に 限

る 。 第 四 条 の 七 に お い て 同 じ 。 ） が 行 う 学 校

農 場 及 び 水 産 実 習 場 の 管 理 等 の 業 務 を 主 と す

る 宿 日 直 勤 務

第 四 条 の 四 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 に 掲 げ る 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 勤 務 が 過 度 に な ら な い よ

う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の

時 間 に お け る 勤 務 を 命 ず る こ と が で き る 場 合 ）

第 四 条 の 五 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 の 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 第 四 条 の 三 に 掲 げ る

勤 務 を 命 じ よ う と す る 時 間 帯 に 、 当 該 勤 務 に 従 事

す る 職 員 の う ち 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 以 外 の 職 員

に 当 該 勤 務 を 命 ず る こ と が で き な い 場 合 と す る 。

２ 条 例 第 六 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に お い て 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

同 項 に 規 定 す る 勤 務 を 命 じ な け れ ば 公 務 の 運 営 に

著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る と き と す る 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 際 の 考 慮 ）

-
2

-

第 四 条 の 六 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 （ 条 例 第

六 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 命 ぜ ら れ て 行 う 勤

務 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 命 ず る 場 合 に は 、 職 員

の 健 康 及 び 福 祉 を 害 し な い よ う に 考 慮 し な け れ ば

な ら な い 。

２ 任 命 権 者 は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 条 例 第 二

条 第 三 項 に 規 定 す る 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務

職 員 等 （ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 特 定 業 務 任 期 付 短

時 間 勤 務 職 員 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特

定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 の 正 規 の 勤 務 時 間

（ 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時

間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を

占 め る 職 員 の 正 規 の 勤 務 時 間 よ り 短 く 定 め ら れ て

い る 趣 旨 に 十 分 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 ）

第 四 条 の 七 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 を 命 ず る

場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 時 間 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限

の 超 過 勤 務 を 命 ず る も の と す る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

四 十 五 時 間

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 三 百 六 十 時 間

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者 は 、 通 常 予

見 す る こ と の で き な い 業 務 量 の 大 幅 な 増 加 等 に 伴

い 臨 時 的 に 前 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 超 え て 職 員 に

超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ

る 時 間 及 び 月 数 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務

を 命 ず る こ と が で き る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

百 時 間 未 満

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 七 百 二 十 時 間

三 一 月 ご と に 区 分 し た 各 期 間 に 当 該 各 期 間 の 直

前 の 一 月 、 二 月 、 三 月 、 四 月 及 び 五 月 の 期 間 を

加 え た そ れ ぞ れ の 期 間 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず

る 時 間 の 一 月 当 た り の 平 均 時 間 に つ い て 八 十 時

間
四 一 の 年 度 の う ち 一 月 に お い て 四 十 五 時 間 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 月 数 に つ い て 六 月

３ 任 命 権 者 が 、 特 例 業 務 （ 大 規 模 災 害 へ の 対 処 そ

の 他 の 重 要 な 業 務 で あ っ て 特 に 緊 急 に 処 理 す る こ

と を 要 す る も の と 任 命 権 者 が 認 め る も の を い う 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 従 事 す る 職 員 に 対

し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 超

過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に つ い て は 、 前 二

項 （ 当 該 超 え る こ と と な る 時 間 又 は 月 数 に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 栃 木 県 教 育
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第 四 条 の 六 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 （ 条 例 第

六 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 命 ぜ ら れ て 行 う 勤

務 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 命 ず る 場 合 に は 、 職 員

の 健 康 及 び 福 祉 を 害 し な い よ う に 考 慮 し な け れ ば

な ら な い 。

２ 任 命 権 者 は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 条 例 第 二

条 第 三 項 に 規 定 す る 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務

職 員 等 （ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 特 定 業 務 任 期 付 短

時 間 勤 務 職 員 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特

定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 の 正 規 の 勤 務 時 間

（ 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時

間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を

占 め る 職 員 の 正 規 の 勤 務 時 間 よ り 短 く 定 め ら れ て

い る 趣 旨 に 十 分 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 ）

第 四 条 の 七 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 を 命 ず る

場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 時 間 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限

の 超 過 勤 務 を 命 ず る も の と す る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

四 十 五 時 間

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 三 百 六 十 時 間

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者 は 、 通 常 予

見 す る こ と の で き な い 業 務 量 の 大 幅 な 増 加 等 に 伴

い 臨 時 的 に 前 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 超 え て 職 員 に

超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ

る 時 間 及 び 月 数 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務

を 命 ず る こ と が で き る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

百 時 間 未 満

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 七 百 二 十 時 間

三 一 月 ご と に 区 分 し た 各 期 間 に 当 該 各 期 間 の 直

前 の 一 月 、 二 月 、 三 月 、 四 月 及 び 五 月 の 期 間 を

加 え た そ れ ぞ れ の 期 間 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず

る 時 間 の 一 月 当 た り の 平 均 時 間 に つ い て 八 十 時

間
四 一 の 年 度 の う ち 一 月 に お い て 四 十 五 時 間 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 月 数 に つ い て 六 月

３ 任 命 権 者 が 、 特 例 業 務 （ 大 規 模 災 害 へ の 対 処 そ

の 他 の 重 要 な 業 務 で あ っ て 特 に 緊 急 に 処 理 す る こ

と を 要 す る も の と 任 命 権 者 が 認 め る も の を い う 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 従 事 す る 職 員 に 対

し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 超

過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に つ い て は 、 前 二

項 （ 当 該 超 え る こ と と な る 時 間 又 は 月 数 に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 栃 木 県 教 育
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委 員 会 が 定 め る 期 間 に お い て 特 例 業 務 に 従 事 し て

い た 職 員 に 対 し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月

数 を 超 え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 と し

て 栃 木 県 教 育 委 員 会 が 定 め る 場 合 も 、 同 様 と す

る 。

４ 任 命 権 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 一 項 各 号 及

び 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 職 員

に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 超 え た 部 分 の

超 過 勤 務 を 必 要 最 小 限 の も の と し 、 か つ 、 当 該 職

員 の 健 康 の 確 保 に 最 大 限 の 配 慮 を す る と と も に 、

当 該 超 過 勤 務 を 命 じ た 日 が 属 す る 当 該 時 間 又 は 月

数 の 算 定 に 係 る 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 六

月 以 内 に 、 当 該 超 過 勤 務 に 係 る 要 因 の 整 理 、 分 析

及 び 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 職 員 に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に お け る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 が 定 め る 。

（ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続 （ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続

等 ） 等 ）

第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に 第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に

よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 七 条 第 二 項

に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る 一 の 期 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る 一 の 期

間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 制 限 開 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 制 限 開

始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 に 満 た 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 に 満 た

な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら か に し な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら か に し

て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し な け れ て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し な け れ

ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 の 規 ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 の 規

定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ

る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し な け れ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し な け れ

ば な ら な い 。 ば な ら な い 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 年 次 休 暇 の 日 数 ） （ 年 次 休 暇 の 日 数 ）

第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 教 育 委 員 会 規 第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と

す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付

与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に

は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い

る 日 数 と す る 。 る 日 数 と す る 。

一 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 （ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 一 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 （ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

等 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 条 例 第 二 条 第 三 項

に 規 定 す る 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を い う 。 以 下

及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 同 じ 。 ） 及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等

（ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間

の う ち 、 一 週 勤 務 職 員 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の う ち 、 一 週
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委 員 会 が 定 め る 期 間 に お い て 特 例 業 務 に 従 事 し て

い た 職 員 に 対 し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月

数 を 超 え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 と し

て 栃 木 県 教 育 委 員 会 が 定 め る 場 合 も 、 同 様 と す

る 。

４ 任 命 権 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 一 項 各 号 及

び 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 職 員

に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 超 え た 部 分 の

超 過 勤 務 を 必 要 最 小 限 の も の と し 、 か つ 、 当 該 職

員 の 健 康 の 確 保 に 最 大 限 の 配 慮 を す る と と も に 、

当 該 超 過 勤 務 を 命 じ た 日 が 属 す る 当 該 時 間 又 は 月

数 の 算 定 に 係 る 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 六

月 以 内 に 、 当 該 超 過 勤 務 に 係 る 要 因 の 整 理 、 分 析

及 び 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 職 員 に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に お け る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 が 定 め る 。

（ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続 （ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続

等 ） 等 ）

第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に 第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に

よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 七 条 第 二 項

に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る 一 の 期 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る 一 の 期

間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 制 限 開 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 制 限 開

始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 に 満 た 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 に 満 た

な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら か に し な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら か に し

て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し な け れ て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し な け れ

ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 の 規 ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 の 規

定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ

る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し な け れ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し な け れ

ば な ら な い 。 ば な ら な い 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 年 次 休 暇 の 日 数 ） （ 年 次 休 暇 の 日 数 ）

第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 教 育 委 員 会 規 第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と

す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付

与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に

は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い

る 日 数 と す る 。 る 日 数 と す る 。

一 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 （ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 一 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 （ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

等 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 条 例 第 二 条 第 三 項

に 規 定 す る 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を い う 。 以 下

及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 同 じ 。 ） 及 び 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等

（ 同 条 第 四 項 に 規 定 す る 特 定 業 務 任 期 付 短 時 間

の う ち 、 一 週 勤 務 職 員 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の う ち 、 一 週
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間 ご と の 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 ご と の 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 の 時 間 数 が 同 一 で あ る も の を い う 。 以 下 同 間 の 時 間 数 が 同 一 で あ る も の を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 二 十 日 に 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 の 一 週 じ 。 ） 二 十 日 に 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 の 一 週

間 の 勤 務 日 の 日 数 を 五 日 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ 間 の 勤 務 日 の 日 数 を 五 日 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ

て 得 た 日 数 て 得 た 日 数

二 略 二 略

（ 県 立 学 校 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 日 直 ） （ 宿 日 直 ）

第 三 十 六 条 校 長 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 三 十 六 条 校 長 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五

号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 規 定 す る 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 規 定 す る

休 日 若 し く は 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 休 日 若 し く は 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日

ま で の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 若 し く ま で の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 若 し く

は 同 条 例 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 代 休 日 を 指 定 は 同 条 例 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 代 休 日 を 指 定

さ れ て 当 該 休 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 全 部 を さ れ て 当 該 休 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 全 部 を

勤 務 し た 職 員 に あ つ て は 当 該 休 日 に 代 わ る 代 休 日 勤 務 し た 職 員 に あ つ て は 当 該 休 日 に 代 わ る 代 休 日

又 は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 委 員 会 が 指 定 す 又 は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 委 員 会 が 指 定 す

る 日 に 、 職 員 を 、 宿 日 直 員 と し て 勤 務 さ せ る こ と る 日 に 、 職 員 を 、 宿 日 直 員 と し て 勤 務 さ せ る こ と

が で き る 。 が で き る 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 県 立 学 校 職 員 服 務 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 県 立 学 校 職 員 服 務 規 程 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 欠 勤 ） （ 欠 勤 ）

第 十 四 条 勤 務 時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 第 十 四 条 勤 務 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定

す る 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、 す る 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、

承 認 が あ つ た 場 合 を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。 承 認 が あ つ た 場 合 を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 公 立 学 校 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 公 立 学 校 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 学 校 職 員 の 勤 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 学 校 職 員 の 勤

務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年
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間 ご と の 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 ご と の 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 の 時 間 数 が 同 一 で あ る も の を い う 。 以 下 同 間 の 時 間 数 が 同 一 で あ る も の を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 二 十 日 に 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 の 一 週 じ 。 ） 二 十 日 に 斉 一 型 短 時 間 勤 務 職 員 の 一 週

間 の 勤 務 日 の 日 数 を 五 日 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ 間 の 勤 務 日 の 日 数 を 五 日 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ

て 得 た 日 数 て 得 た 日 数

二 略 二 略

（ 県 立 学 校 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 日 直 ） （ 宿 日 直 ）

第 三 十 六 条 校 長 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 三 十 六 条 校 長 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五

号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 規 定 す る 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 規 定 す る

休 日 若 し く は 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 休 日 若 し く は 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日

ま で の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 若 し く ま で の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 若 し く

は 同 条 例 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 代 休 日 を 指 定 は 同 条 例 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 代 休 日 を 指 定

さ れ て 当 該 休 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 全 部 を さ れ て 当 該 休 日 に 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 全 部 を

勤 務 し た 職 員 に あ つ て は 当 該 休 日 に 代 わ る 代 休 日 勤 務 し た 職 員 に あ つ て は 当 該 休 日 に 代 わ る 代 休 日

又 は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 委 員 会 が 指 定 す 又 は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 委 員 会 が 指 定 す

る 日 に 、 職 員 を 、 宿 日 直 員 と し て 勤 務 さ せ る こ と る 日 に 、 職 員 を 、 宿 日 直 員 と し て 勤 務 さ せ る こ と

が で き る 。 が で き る 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

（ 県 立 学 校 職 員 服 務 規 程 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 県 立 学 校 職 員 服 務 規 程 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 欠 勤 ） （ 欠 勤 ）

第 十 四 条 勤 務 時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 第 十 四 条 勤 務 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定

す る 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、 す る 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 し な い こ と に つ き 、

承 認 が あ つ た 場 合 を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。 承 認 が あ つ た 場 合 を 除 く ほ か 、 欠 勤 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 公 立 学 校 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 公 立 学 校 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 規 則 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 学 校 職 員 の 勤 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 学 校 職 員 の 勤

務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年
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栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る

正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る

法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す

る 休 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま で る 休 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま で

の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の

行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 す る 日 に 本 来 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 す る 日 に 本 来

の 勤 務 に 従 事 し な い で 行 う 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 の 勤 務 に 従 事 し な い で 行 う 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書

類 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内 類 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内

の 監 視 並 び に 寄 宿 生 に 対 す る 介 護 、 及 び 学 校 農 場 の 監 視 並 び に 寄 宿 生 に 対 す る 介 護 、 及 び 学 校 農 場

等 の 管 理 等 を 目 的 と す る 勤 務 を い う 。 等 の 管 理 等 を 目 的 と す る 勤 務 を い う 。

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 ２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場

合 は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。 合 は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 校 舎 内 に 居 住 す る 職 員 が 、 宿 日 直 勤 務 を し た

場 合 勤 務 一 回 に つ き 五 百 八 十 円 と す る 。

四 職 員 住 宅 に 居 住 す る 職 員 が 、 そ の 職 員 住 宅 に

お い て 宿 日 直 勤 務 を し た 場 合 勤 務 一 回 に つ き

五 百 八 十 円 と す る 。

五 そ の 他 前 二 号 に 準 ず る 場 合 勤 務 一 回 に つ き

百 六 十 円 と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 の 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 及 び 夜 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 の 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 及 び 夜 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 教 育

委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 （ 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手

当 を 支 給 し な い 時 間 等 ） 当 を 支 給 し な い 時 間 等 ）

第 三 条 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 第 三 条 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す る 。 た 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す る 。 た

だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関

す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 。 以 下 「 勤 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 。 以 下 「 勤

務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 規 定 に よ り 条 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 規 定 に よ り 条

例 第 十 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正 例 第 十 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正

規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計 中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計

し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前 し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前

の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。 中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。

一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変 一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変

更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り 更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と

い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条 い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条

例 第 十 条 の 四 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 例 第 十 条 の 四 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤
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栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る

正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る

法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す

る 休 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま で る 休 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま で

の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の の 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の

行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 す る 日 に 本 来 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 す る 日 に 本 来

の 勤 務 に 従 事 し な い で 行 う 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 の 勤 務 に 従 事 し な い で 行 う 校 舎 、 設 備 、 備 品 、 書

類 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内 類 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 校 内

の 監 視 並 び に 寄 宿 生 に 対 す る 介 護 、 及 び 学 校 農 場 の 監 視 並 び に 寄 宿 生 に 対 す る 介 護 、 及 び 学 校 農 場

等 の 管 理 等 を 目 的 と す る 勤 務 を い う 。 等 の 管 理 等 を 目 的 と す る 勤 務 を い う 。

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 三 条 略 第 三 条 略

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 ２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場

合 は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。 合 は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 校 舎 内 に 居 住 す る 職 員 が 、 宿 日 直 勤 務 を し た

場 合 勤 務 一 回 に つ き 五 百 八 十 円 と す る 。

四 職 員 住 宅 に 居 住 す る 職 員 が 、 そ の 職 員 住 宅 に

お い て 宿 日 直 勤 務 を し た 場 合 勤 務 一 回 に つ き

五 百 八 十 円 と す る 。

五 そ の 他 前 二 号 に 準 ず る 場 合 勤 務 一 回 に つ き

百 六 十 円 と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 の 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 及 び 夜 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 の 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 及 び 夜 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 教 育

委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 （ 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手

当 を 支 給 し な い 時 間 等 ） 当 を 支 給 し な い 時 間 等 ）

第 三 条 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 第 三 条 条 例 第 十 条 の 二 第 三 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す る 。 た 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す る 。 た

だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関

す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 。 以 下 「 勤 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 。 以 下 「 勤

務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 規 定 に よ り 条 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 規 定 に よ り 条

例 第 十 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正 例 第 十 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正

規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計 中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計

し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前 し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前

の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。 中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。

一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変 一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変

更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り 更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と

い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条 い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条

例 第 十 条 の 四 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 例 第 十 条 の 四 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤
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務 時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 務 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規

の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た

職 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い 職 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が う 。 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が

当 該 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 当 該 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に

勤 務 し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の 勤 務 し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の

勤 務 時 間 に 相 当 す る 時 間 勤 務 時 間 に 相 当 す る 時 間

二 略 二 略

２ 略 ２ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 の 施 行 の 日 か ら 令 和 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 学 校 職 員 の

勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 第 四 条 の 七 第 二 項 第 三 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 五 月 の

期 間 」 と あ る の は 、 「 五 月 の 期 間 （ 令 和 元 年 十 一 月 以 後 の 期 間 に 限 る 。 ） 」 と す る 。

３ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 は 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 。
（ 総 務 課 ）
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栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 二 号

事 務 局

学 校 以 外 の 教 育 機 関

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 百 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休

日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の

日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行

事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤

務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等

の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視

及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目 及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目

的 と す る 勤 務 を い う 。 的 と す る 勤 務 を い う 。

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務

一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未 一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未

満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す 満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す

る 。 る 。 た だ し 、 住 込 者 に あ つ て は 五 百 八 十 円 と す

る 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 務 課 ）

-
6

-

務 時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 務 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規

の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た

職 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い 職 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が う 。 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が

当 該 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 当 該 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に

勤 務 し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の 勤 務 し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の

勤 務 時 間 に 相 当 す る 時 間 勤 務 時 間 に 相 当 す る 時 間

二 略 二 略

２ 略 ２ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 の 施 行 の 日 か ら 令 和 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 学 校 職 員 の

勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 則 第 四 条 の 七 第 二 項 第 三 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 五 月 の

期 間 」 と あ る の は 、 「 五 月 の 期 間 （ 令 和 元 年 十 一 月 以 後 の 期 間 に 限 る 。 ） 」 と す る 。

３ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 は 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 。
（ 総 務 課 ）
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栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 二 号

事 務 局

学 校 以 外 の 教 育 機 関

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 百 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休

日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の

日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行

事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤

務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等

の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視

及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目 及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目

的 と す る 勤 務 を い う 。 的 と す る 勤 務 を い う 。

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務

一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未 一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未

満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す 満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す

る 。 る 。 た だ し 、 住 込 者 に あ つ て は 五 百 八 十 円 と す

る 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 務 課 ）

-
1

-

栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 三 号

本 局

教 育 事 務 所

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 二 十 六 条 略 第 二 十 六 条 略

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第 ２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第

五 条 の 九 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 第 二 項 に お い 五 条 の 四 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 五 第 三 項 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 十 二 第 三 て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 八 第 三 項

項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を （ 同 規 則 第 五 条 の 九 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状

況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 七 号 ） を 所 属 長 に 提 出 す る 況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 七 号 ） を 所 属 長 に 提 出 す る

こ と に よ り 行 う も の と す る 。 こ と に よ り 行 う も の と す る 。

別 記 様 式 第 十 五 号 の 四 中 「第５条の10第２項各号」 を 「第５条の14第２項各号」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 務 課 ）

-
1

-

栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 二 号

事 務 局

学 校 以 外 の 教 育 機 関

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 百 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 、 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規 定 す る 休

日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の 日 及 び 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の

日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行 日 （ 同 法 に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 ） 並 び に 国 の 行

事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤 事 の 行 わ れ る 日 で 教 育 長 が 指 定 す る 日 の 本 来 の 勤

務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 務 に 従 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等

の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視

及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目 及 び 社 会 教 育 機 関 利 用 者 に 対 す る 生 活 指 導 等 を 目

的 と す る 勤 務 を い う 。 的 と す る 勤 務 を い う 。

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 第 三 条 宿 日 直 手 当 の 額 は 、 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務

一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未 一 回 に つ き 四 千 四 百 円 と し 、 勤 務 時 間 が 五 時 間 未

満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す 満 の 場 合 は そ の 勤 務 一 回 に つ き 二 千 二 百 円 と す

る 。 る 。 た だ し 、 住 込 者 に あ つ て は 五 百 八 十 円 と す

る 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 務 課 ）
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栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 三 号

本 局

教 育 事 務 所

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長 荒 川 政 利

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 処 務 規 程 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 二 十 六 条 略 第 二 十 六 条 略

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第 ２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第

五 条 の 九 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 第 二 項 に お い 五 条 の 四 第 三 項 （ 同 規 則 第 五 条 の 五 第 三 項 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 十 二 第 三 て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 五 条 の 八 第 三 項

項 （ 同 規 則 第 五 条 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を （ 同 規 則 第 五 条 の 九 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 は 、 育 児 又 は 介 護 の 状

況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 七 号 ） を 所 属 長 に 提 出 す る 況 変 更 届 （ 別 記 様 式 第 七 号 ） を 所 属 長 に 提 出 す る

こ と に よ り 行 う も の と す る 。 こ と に よ り 行 う も の と す る 。

別 記 様 式 第 十 五 号 の 四 中 「第５条の10第２項各号」 を 「第５条の14第２項各号」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 務 課 ）
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栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 三 号

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 長 五 家 正

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 一 条 の 六 略 第 一 条 の 六 略

２ 条 例 第 三 条 第 三 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 ２ 条 例 第 三 条 第 三 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 （ 育 児 休 一 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 （ 育 児 休

業 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 子 に 含 ま れ る も 業 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 子 に 含 ま れ る も

の と さ れ る 者 （ 以 下 「 特 別 養 子 縁 組 の 成 立 前 の の と さ れ る 者 （ 以 下 「 特 別 養 子 縁 組 の 成 立 前 の

監 護 対 象 者 等 」 と い う 。 ） を 含 む 。 第 五 条 の 十 監 護 対 象 者 等 」 と い う 。 ） を 含 む 。 第 五 条 の 五

及 び 第 五 条 の 十 三 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 配 偶 及 び 第 五 条 の 九 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 配 偶

者 の 子 を 含 む 。 ） 又 は 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 者 の 子 を 含 む 。 ） 又 は 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

前 期 課 程 若 し く は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 に 就 学 前 期 課 程 若 し く は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 に 就 学

し て い る 子 （ 配 偶 者 の 子 を 含 む 。 ） で あ っ て 十 し て い る 子 （ 配 偶 者 の 子 を 含 む 。 ） で あ っ て 十

歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の

間 に あ る も の を 養 育 す る 職 員 間 に あ る も の を 養 育 す る 職 員

二 略 二 略

第 五 条 略 第 五 条 略

（ 宿 日 直 勤 務 ）

第 五 条 の 二 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 断 続 的 な 勤 務 は 、 本 来 の 勤 務 に 従 事 し

な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 と す る 。

一 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 全 、 外 部 と の

連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 庁 内 の 監 視 等 を 目 的 と す

る 勤 務

二 次 に 掲 げ る 宿 日 直 勤 務

イ 本 庁 の う ち 県 民 生 活 部 に 勤 務 す る 職 員 が 行

う 災 害 発 生 に 係 る 緊 急 業 務 に 関 す る 情 報 連 絡

等 を 主 と す る 宿 日 直 勤 務

ロ 岡 本 台 病 院 に 勤 務 す る 医 師 が 行 う 入 院 患 者

の 病 状 の 急 変 等 に 対 処 す る た め の 宿 日 直 勤 務

ハ 生 活 介 助 等 の た め の 宿 日 直 勤 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の

⑴ 中 央 児 童 相 談 所 又 は 那 須 学 園 に 勤 務 す る

職 員 が 行 う 収 容 の た め の 施 設 に お け る 入 所

者 の 生 活 介 助 を 主 と す る 宿 日 直 勤 務

⑵ 岡 本 台 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 長 等 が 行 う

看 護 業 務 の 管 理 又 は 監 督 等 を 主 と す る 宿 日

直 勤 務
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栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 三 号

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 長 五 家 正

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 一 条 の 六 略 第 一 条 の 六 略

２ 条 例 第 三 条 第 三 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 ２ 条 例 第 三 条 第 三 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 （ 育 児 休 一 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 （ 育 児 休

業 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 子 に 含 ま れ る も 業 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 子 に 含 ま れ る も

の と さ れ る 者 （ 以 下 「 特 別 養 子 縁 組 の 成 立 前 の の と さ れ る 者 （ 以 下 「 特 別 養 子 縁 組 の 成 立 前 の

監 護 対 象 者 等 」 と い う 。 ） を 含 む 。 第 五 条 の 十 監 護 対 象 者 等 」 と い う 。 ） を 含 む 。 第 五 条 の 五

及 び 第 五 条 の 十 三 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 配 偶 及 び 第 五 条 の 九 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 配 偶

者 の 子 を 含 む 。 ） 又 は 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 者 の 子 を 含 む 。 ） 又 は 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

前 期 課 程 若 し く は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 に 就 学 前 期 課 程 若 し く は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 に 就 学

し て い る 子 （ 配 偶 者 の 子 を 含 む 。 ） で あ っ て 十 し て い る 子 （ 配 偶 者 の 子 を 含 む 。 ） で あ っ て 十

歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の

間 に あ る も の を 養 育 す る 職 員 間 に あ る も の を 養 育 す る 職 員

二 略 二 略

第 五 条 略 第 五 条 略

（ 宿 日 直 勤 務 ）

第 五 条 の 二 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 断 続 的 な 勤 務 は 、 本 来 の 勤 務 に 従 事 し

な い で 行 う 次 に 掲 げ る 勤 務 と す る 。

一 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 全 、 外 部 と の

連 絡 、 文 書 の 収 受 及 び 庁 内 の 監 視 等 を 目 的 と す

る 勤 務

二 次 に 掲 げ る 宿 日 直 勤 務

イ 本 庁 の う ち 県 民 生 活 部 に 勤 務 す る 職 員 が 行

う 災 害 発 生 に 係 る 緊 急 業 務 に 関 す る 情 報 連 絡

等 を 主 と す る 宿 日 直 勤 務

ロ 岡 本 台 病 院 に 勤 務 す る 医 師 が 行 う 入 院 患 者

の 病 状 の 急 変 等 に 対 処 す る た め の 宿 日 直 勤 務

ハ 生 活 介 助 等 の た め の 宿 日 直 勤 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の

⑴ 中 央 児 童 相 談 所 又 は 那 須 学 園 に 勤 務 す る

職 員 が 行 う 収 容 の た め の 施 設 に お け る 入 所

者 の 生 活 介 助 を 主 と す る 宿 日 直 勤 務

⑵ 岡 本 台 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 長 等 が 行 う

看 護 業 務 の 管 理 又 は 監 督 等 を 主 と す る 宿 日

直 勤 務

-
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-

ニ 那 須 農 業 振 興 事 務 所 那 須 広 域 ダ ム 管 理 支 所

に 勤 務 す る 職 員 が 行 う ダ ム 管 理 等 を 主 と す る

宿 日 直 勤 務

ホ 生 活 指 導 等 の た め の 宿 日 直 勤 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の

⑴ 消 防 学 校 又 は 林 業 セ ン タ ー に 勤 務 す る 職

員 が 学 生 又 は 研 修 生 に 対 し て 行 う 宿 泊 訓 練

そ の 他 の 研 修 の 応 援 等 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務
⑵ 農 業 大 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が 学 生 若 し く

は 研 修 生 に 対 し て 行 う 家 畜 の 飼 養 管 理 若 し

く は 園 芸 作 物 の 栽 培 の 管 理 に 関 す る 実 習 指

導 又 は 寮 生 に 対 し て 行 う 学 習 指 導 等 を 主 と

す る 宿 日 直 勤 務

⑶ 青 年 の 家 又 は 少 年 自 然 の 家 に 勤 務 す る 職

員 が 利 用 者 に 対 し て 行 う 生 活 指 導 等 を 主 と

す る 宿 日 直 勤 務

⑷ 警 察 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が 寮 生 に 対 し て

行 う 生 活 指 導 又 は 監 督 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務

ヘ 畜 産 酪 農 研 究 セ ン タ ー に 勤 務 す る 職 員 が 行

う 試 験 研 究 の た め の 動 物 の 飼 養 管 理 を 主 と す

る 宿 日 直 勤 務

ト 警 察 本 部 又 は 警 察 署 に 勤 務 す る 職 員 が 行 う

事 件 の 捜 査 又 は 事 故 の 処 理 等 を 主 と す る 宿 日

直 勤 務

第 五 条 の 三 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 に 掲 げ る 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 勤 務 が 過 度 に な ら な い よ

う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の

時 間 に お け る 勤 務 を 命 ず る こ と が で き る 場 合 ）

第 五 条 の 四 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 の 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 第 五 条 の 二 に 掲 げ る

勤 務 を 命 じ よ う と す る 時 間 帯 に 、 当 該 勤 務 に 従 事

す る 職 員 の う ち 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 以 外 の 職 員

に 当 該 勤 務 を 命 ず る こ と が で き な い 場 合 と す る 。

２ 条 例 第 六 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に お い て 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

同 項 に 規 定 す る 勤 務 を 命 じ な け れ ば 公 務 の 運 営 に

著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る と き と す る 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 際 の 考 慮 ）

第 五 条 の 五 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 （ 条 例 第

六 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 命 ぜ ら れ て 行 う 勤

務 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 命 ず る 場 合 に は 、 職 員

の 健 康 及 び 福 祉 を 害 し な い よ う に 考 慮 し な け れ ば

な ら な い 。
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ニ 那 須 農 業 振 興 事 務 所 那 須 広 域 ダ ム 管 理 支 所

に 勤 務 す る 職 員 が 行 う ダ ム 管 理 等 を 主 と す る

宿 日 直 勤 務

ホ 生 活 指 導 等 の た め の 宿 日 直 勤 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の

⑴ 消 防 学 校 又 は 林 業 セ ン タ ー に 勤 務 す る 職

員 が 学 生 又 は 研 修 生 に 対 し て 行 う 宿 泊 訓 練

そ の 他 の 研 修 の 応 援 等 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務
⑵ 農 業 大 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が 学 生 若 し く

は 研 修 生 に 対 し て 行 う 家 畜 の 飼 養 管 理 若 し

く は 園 芸 作 物 の 栽 培 の 管 理 に 関 す る 実 習 指

導 又 は 寮 生 に 対 し て 行 う 学 習 指 導 等 を 主 と

す る 宿 日 直 勤 務

⑶ 青 年 の 家 又 は 少 年 自 然 の 家 に 勤 務 す る 職

員 が 利 用 者 に 対 し て 行 う 生 活 指 導 等 を 主 と

す る 宿 日 直 勤 務

⑷ 警 察 学 校 に 勤 務 す る 職 員 が 寮 生 に 対 し て

行 う 生 活 指 導 又 は 監 督 を 主 と す る 宿 日 直 勤

務

ヘ 畜 産 酪 農 研 究 セ ン タ ー に 勤 務 す る 職 員 が 行

う 試 験 研 究 の た め の 動 物 の 飼 養 管 理 を 主 と す

る 宿 日 直 勤 務

ト 警 察 本 部 又 は 警 察 署 に 勤 務 す る 職 員 が 行 う

事 件 の 捜 査 又 は 事 故 の 処 理 等 を 主 と す る 宿 日

直 勤 務

第 五 条 の 三 任 命 権 者 は 、 職 員 に 前 条 に 掲 げ る 勤 務

を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 勤 務 が 過 度 に な ら な い よ

う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の

時 間 に お け る 勤 務 を 命 ず る こ と が で き る 場 合 ）

第 五 条 の 四 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 た だ し 書 の 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 第 五 条 の 二 に 掲 げ る

勤 務 を 命 じ よ う と す る 時 間 帯 に 、 当 該 勤 務 に 従 事

す る 職 員 の う ち 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 以 外 の 職 員

に 当 該 勤 務 を 命 ず る こ と が で き な い 場 合 と す る 。

２ 条 例 第 六 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に お い て 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に

同 項 に 規 定 す る 勤 務 を 命 じ な け れ ば 公 務 の 運 営 に

著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る と き と す る 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 際 の 考 慮 ）

第 五 条 の 五 任 命 権 者 は 、 職 員 に 超 過 勤 務 （ 条 例 第

六 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 命 ぜ ら れ て 行 う 勤

務 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 命 ず る 場 合 に は 、 職 員

の 健 康 及 び 福 祉 を 害 し な い よ う に 考 慮 し な け れ ば

な ら な い 。

-
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２ 任 命 権 者 は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業

務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場

合 に は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期

付 短 時 間 勤 務 職 員 等 の 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 六

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） が 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を 占 め る 職 員

の 正 規 の 勤 務 時 間 よ り 短 く 定 め ら れ て い る 趣 旨 に

十 分 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 ）

第 五 条 の 六 任 命 権 者 は 、 職 員 （ 労 働 基 準 法 （ 昭 和

二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 六 条 の 協 定 に 基

づ き 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 又 は 月 数 の 上 限 が 定 め

ら れ て い る 職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る

時 間 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務 を 命 ず る も

の と す る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

四 十 五 時 間

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 三 百 六 十 時 間

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者 は 、 通 常 予

見 す る こ と の で き な い 業 務 量 の 大 幅 な 増 加 等 に 伴

い 臨 時 的 に 前 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 超 え て 職 員 に

超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ

る 時 間 及 び 月 数 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務

を 命 ず る こ と が で き る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

百 時 間 未 満

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 七 百 二 十 時 間

三 一 月 ご と に 区 分 し た 各 期 間 に 当 該 各 期 間 の 直

前 の 一 月 、 二 月 、 三 月 、 四 月 及 び 五 月 の 期 間 を

加 え た そ れ ぞ れ の 期 間 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず

る 時 間 の 一 月 当 た り の 平 均 時 間 に つ い て 八 十 時

間
四 一 の 年 度 の う ち 一 月 に お い て 四 十 五 時 間 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 月 数 に つ い て 六 月

３ 任 命 権 者 が 、 特 例 業 務 （ 大 規 模 災 害 へ の 対 処 そ

の 他 の 重 要 な 業 務 で あ っ て 特 に 緊 急 に 処 理 す る こ

と を 要 す る も の と 任 命 権 者 が 認 め る も の を い う 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 従 事 す る 職 員 に 対

し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 超

過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に つ い て は 、 前 二

項 （ 当 該 超 え る こ と と な る 時 間 又 は 月 数 に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 人 事 委 員 会

が 定 め る 期 間 に お い て 特 例 業 務 に 従 事 し て い た 職

員 に 対 し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 と し て 人 事

委 員 会 が 定 め る 場 合 も 、 同 様 と す る 。
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２ 任 命 権 者 は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業

務 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場

合 に は 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期

付 短 時 間 勤 務 職 員 等 の 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 六

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） が 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を 占 め る 職 員

の 正 規 の 勤 務 時 間 よ り 短 く 定 め ら れ て い る 趣 旨 に

十 分 留 意 し な け れ ば な ら な い 。

（ 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 ）

第 五 条 の 六 任 命 権 者 は 、 職 員 （ 労 働 基 準 法 （ 昭 和

二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 六 条 の 協 定 に 基

づ き 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 又 は 月 数 の 上 限 が 定 め

ら れ て い る 職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る

時 間 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務 を 命 ず る も

の と す る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

四 十 五 時 間

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 三 百 六 十 時 間

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者 は 、 通 常 予

見 す る こ と の で き な い 業 務 量 の 大 幅 な 増 加 等 に 伴

い 臨 時 的 に 前 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 超 え て 職 員 に

超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ

る 時 間 及 び 月 数 の 範 囲 内 で 必 要 最 小 限 の 超 過 勤 務

を 命 ず る こ と が で き る 。

一 一 月 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ い て

百 時 間 未 満

二 一 の 年 度 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず る 時 間 に つ

い て 七 百 二 十 時 間

三 一 月 ご と に 区 分 し た 各 期 間 に 当 該 各 期 間 の 直

前 の 一 月 、 二 月 、 三 月 、 四 月 及 び 五 月 の 期 間 を

加 え た そ れ ぞ れ の 期 間 に お い て 超 過 勤 務 を 命 ず

る 時 間 の 一 月 当 た り の 平 均 時 間 に つ い て 八 十 時

間
四 一 の 年 度 の う ち 一 月 に お い て 四 十 五 時 間 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 月 数 に つ い て 六 月

３ 任 命 権 者 が 、 特 例 業 務 （ 大 規 模 災 害 へ の 対 処 そ

の 他 の 重 要 な 業 務 で あ っ て 特 に 緊 急 に 処 理 す る こ

と を 要 す る も の と 任 命 権 者 が 認 め る も の を い う 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 従 事 す る 職 員 に 対

し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 超

過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 に つ い て は 、 前 二

項 （ 当 該 超 え る こ と と な る 時 間 又 は 月 数 に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 人 事 委 員 会

が 定 め る 期 間 に お い て 特 例 業 務 に 従 事 し て い た 職

員 に 対 し 、 前 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超

え て 超 過 勤 務 を 命 ず る 必 要 が あ る 場 合 と し て 人 事

委 員 会 が 定 め る 場 合 も 、 同 様 と す る 。

-
4

-

４ 任 命 権 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 一 項 各 号 及

び 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 職 員

に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 超 え た 部 分 の

超 過 勤 務 を 必 要 最 小 限 の も の と し 、 か つ 、 当 該 職

員 の 健 康 の 確 保 に 最 大 限 の 配 慮 を す る と と も に 、

当 該 超 過 勤 務 を 命 じ た 日 が 属 す る 当 該 時 間 又 は 月

数 の 算 定 に 係 る 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 六

月 以 内 に 、 当 該 超 過 勤 務 に 係 る 要 因 の 整 理 、 分 析

及 び 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 職 員 に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に お け る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

第 五 条 の 七 ・ 第 五 条 の 八 略 第 五 条 の 二 ・ 第 五 条 の 三 略

第 五 条 の 九 条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 請 求 が 第 五 条 の 四 条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 請 求 が

さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始 日 と さ れ た 日 の 前 日 ま さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始 日 と さ れ た 日 の 前 日 ま

で に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 由 の い ず れ か が 生 じ た で に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 由 の い ず れ か が 生 じ た

場 合 に は 、 当 該 請 求 は さ れ な か っ た も の と み な 場 合 に は 、 当 該 請 求 は さ れ な か っ た も の と み な

す 。 す 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 請 求 に 係 四 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 請 求 に 係

る 子 の 親 で あ る も の が 、 深 夜 に お い て 常 態 と し る 子 の 親 で あ る も の が 、 深 夜 に お い て 常 態 と し

て 当 該 子 の 養 育 を す る こ と が で き る も の と し て て 当 該 子 の 養 育 を す る こ と が で き る も の と し て

第 五 条 の 七 に 規 定 す る 者 に 該 当 す る こ と と な っ 第 五 条 の 二 に 規 定 す る 者 に 該 当 す る こ と と な っ

た 場 合 た 場 合

五 略 五 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

（ 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 の 制 限 等 ） （ 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 の 制 限 等 ）

第 五 条 の 十 略 第 五 条 の 五 略

２ 前 三 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で を 除 ２ 前 三 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で を 除

く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ

い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 五 条 の 七 、 い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 五 条 の 二 、

第 五 条 の 八 及 び 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 第 五 条 の 三 及 び 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定

中 「 第 七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 項 に 中 「 第 七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 項 に

お い て 準 用 す る 同 条 第 一 項 」 と 、 第 五 条 の 七 第 二 お い て 準 用 す る 同 条 第 一 項 」 と 、 第 五 条 の 二 第 二

号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 と 、 「 養 育 」 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 と 、 「 養 育 」

と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 一 項 中 「 次 の 各 と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 一 項 中 「 次 の 各

号 」 と あ る の は 「 次 の 各 号 （ 第 三 号 か ら 第 五 号 ま 号 」 と あ る の は 「 次 の 各 号 （ 第 三 号 か ら 第 五 号 ま

で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の

は 「 要 介 護 者 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は は 「 要 介 護 者 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は

養 子 縁 組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 養 子 縁 組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子

で な く な っ た 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 で な く な っ た 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求

を し た 職 員 と の 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 を し た 職 員 と の 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第

二 項 中 「 前 項 各 号 」 と あ る の は 「 前 項 各 号 （ 第 三 二 項 中 「 前 項 各 号 」 と あ る の は 「 前 項 各 号 （ 第 三

号 か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 条 第 三 項 中 号 か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 条 第 三 項 中

「 第 一 項 各 号 」 と あ る の は 「 第 一 項 各 号 （ 第 三 号 「 第 一 項 各 号 」 と あ る の は 「 第 一 項 各 号 （ 第 三 号

か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と

す る 。 す る 。
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第 五 条 の 六 削 除

（ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続 （ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続

等 ） 等 ）

第 五 条 の 十 一 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定

に よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 七 条 第 二

項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同

以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る じ 。 ） 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る

一 の 期 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 一 の 期 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務

制 限 開 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 制 限 開 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年

に 満 た な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら に 満 た な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら

か に し て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し か に し て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し

な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二

項 の 規 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 項 の 規 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規

定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

第 五 条 の 十 二 略 第 五 条 の 八 略

（ 介 護 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 介 護 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 五 条 の 十 三 前 二 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 第 五 条 の 九 前 二 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四

号 並 び に 第 二 項 各 号 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 号 並 び に 第 二 項 各 号 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護

者 の 介 護 を す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 第 五 条 の 十 一 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 五 に お い て 、 第 五 条 の 七 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 五 項

項 並 び に 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 中 「 第 並 び に 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 中 「 第

七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と 、 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と 、

第 五 条 の 十 一 第 二 項 中 「 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 第 五 条 の 七 第 二 項 中 「 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三

項 」 と あ る の は 「 、 そ れ ぞ れ 同 条 第 二 項 に 規 定 す 項 」 と あ る の は 「 、 そ れ ぞ れ 同 条 第 二 項 に 規 定 す

る 支 障 の 有 無 又 は 同 条 第 三 項 」 と 、 同 条 第 三 項 中 る 支 障 の 有 無 又 は 同 条 第 三 項 」 と 、 同 条 第 三 項 中

「 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 「 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条

第 四 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 三 項 」 と 、 「 同 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 三 項 」 と 、 「 同 条

第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 同 項 」 と 、 前 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 同 項 」 と 、 前 条

第 一 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 第 一 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」

と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁 組 の 取 消 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁 組 の 取 消

し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 で な く な っ た 」 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 で な く な っ た 」

と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の

親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 次 の 各 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 次 の 各

号 」 と あ る の は 「 前 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 と 読 み 号 」 と あ る の は 「 前 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 と 読 み

替 え る も の と す る 。 替 え る も の と す る 。

第 五 条 の 十 四 略 第 五 条 の 十 略

（ 年 次 休 暇 の 日 数 ） （ 年 次 休 暇 の 日 数 ）

第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と
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４ 任 命 権 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 一 項 各 号 及

び 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 時 間 又 は 月 数 を 超 え て 職 員

に 超 過 勤 務 を 命 ず る 場 合 に は 、 当 該 超 え た 部 分 の

超 過 勤 務 を 必 要 最 小 限 の も の と し 、 か つ 、 当 該 職

員 の 健 康 の 確 保 に 最 大 限 の 配 慮 を す る と と も に 、

当 該 超 過 勤 務 を 命 じ た 日 が 属 す る 当 該 時 間 又 は 月

数 の 算 定 に 係 る 年 度 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 六

月 以 内 に 、 当 該 超 過 勤 務 に 係 る 要 因 の 整 理 、 分 析

及 び 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

５ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 職 員 に 超 過 勤 務

を 命 ず る 場 合 に お け る 時 間 及 び 月 数 の 上 限 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

第 五 条 の 七 ・ 第 五 条 の 八 略 第 五 条 の 二 ・ 第 五 条 の 三 略

第 五 条 の 九 条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 請 求 が 第 五 条 の 四 条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 請 求 が

さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始 日 と さ れ た 日 の 前 日 ま さ れ た 後 深 夜 勤 務 制 限 開 始 日 と さ れ た 日 の 前 日 ま

で に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 由 の い ず れ か が 生 じ た で に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 由 の い ず れ か が 生 じ た

場 合 に は 、 当 該 請 求 は さ れ な か っ た も の と み な 場 合 に は 、 当 該 請 求 は さ れ な か っ た も の と み な

す 。 す 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 請 求 に 係 四 当 該 請 求 を し た 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 請 求 に 係

る 子 の 親 で あ る も の が 、 深 夜 に お い て 常 態 と し る 子 の 親 で あ る も の が 、 深 夜 に お い て 常 態 と し

て 当 該 子 の 養 育 を す る こ と が で き る も の と し て て 当 該 子 の 養 育 を す る こ と が で き る も の と し て

第 五 条 の 七 に 規 定 す る 者 に 該 当 す る こ と と な っ 第 五 条 の 二 に 規 定 す る 者 に 該 当 す る こ と と な っ

た 場 合 た 場 合

五 略 五 略

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

（ 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 の 制 限 等 ） （ 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 の 制 限 等 ）

第 五 条 の 十 略 第 五 条 の 五 略

２ 前 三 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で を 除 ２ 前 三 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で を 除

く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ

い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 五 条 の 七 、 い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 五 条 の 二 、

第 五 条 の 八 及 び 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 第 五 条 の 三 及 び 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定

中 「 第 七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 項 に 中 「 第 七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 項 に

お い て 準 用 す る 同 条 第 一 項 」 と 、 第 五 条 の 七 第 二 お い て 準 用 す る 同 条 第 一 項 」 と 、 第 五 条 の 二 第 二

号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 と 、 「 養 育 」 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 と 、 「 養 育 」

と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 一 項 中 「 次 の 各 と あ る の は 「 介 護 」 と 、 前 条 第 一 項 中 「 次 の 各

号 」 と あ る の は 「 次 の 各 号 （ 第 三 号 か ら 第 五 号 ま 号 」 と あ る の は 「 次 の 各 号 （ 第 三 号 か ら 第 五 号 ま

で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の

は 「 要 介 護 者 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は は 「 要 介 護 者 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は

養 子 縁 組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 養 子 縁 組 の 取 消 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子

で な く な っ た 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 で な く な っ た 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求

を し た 職 員 と の 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 を し た 職 員 と の 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第

二 項 中 「 前 項 各 号 」 と あ る の は 「 前 項 各 号 （ 第 三 二 項 中 「 前 項 各 号 」 と あ る の は 「 前 項 各 号 （ 第 三

号 か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 条 第 三 項 中 号 か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 、 同 条 第 三 項 中

「 第 一 項 各 号 」 と あ る の は 「 第 一 項 各 号 （ 第 三 号 「 第 一 項 各 号 」 と あ る の は 「 第 一 項 各 号 （ 第 三 号

か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と か ら 第 五 号 ま で を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と

す る 。 す る 。
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第 五 条 の 六 削 除

（ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続 （ 育 児 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 請 求 手 続

等 ） 等 ）

第 五 条 の 十 一 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 第 五 条 の 七 条 例 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定

に よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 請 求 は 、 正 規 の 勤 務 時 間 （ 条 例 第 七 条 第 二

項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同

以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る じ 。 ） 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 の 制 限 を 請 求 す る

一 の 期 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務 一 の 期 間 に つ い て 、 そ の 初 日 （ 以 下 「 時 間 外 勤 務

制 限 開 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年 制 限 開 始 日 」 と い う 。 ） 及 び 期 間 （ 一 年 又 は 一 年

に 満 た な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら に 満 た な い 月 を 単 位 と す る 期 間 に 限 る 。 ） を 明 ら

か に し て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し か に し て 、 時 間 外 勤 務 制 限 開 始 日 の 前 日 ま で に し

な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二

項 の 規 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規 項 の 規 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と 同 条 第 三 項 の 規

定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し 定 に よ る 請 求 に 係 る 期 間 と が 重 複 し な い よ う に し

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

第 五 条 の 十 二 略 第 五 条 の 八 略

（ 介 護 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 介 護 を 行 う 職 員 の 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 五 条 の 十 三 前 二 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 第 五 条 の 九 前 二 条 （ 前 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四

号 並 び に 第 二 項 各 号 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護 号 並 び に 第 二 項 各 号 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 要 介 護

者 の 介 護 を す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 者 の 介 護 を す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 第 五 条 の 十 一 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 五 に お い て 、 第 五 条 の 七 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 五 項

項 並 び に 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 中 「 第 並 び に 前 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 中 「 第

七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と 、 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と 、

第 五 条 の 十 一 第 二 項 中 「 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 第 五 条 の 七 第 二 項 中 「 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三

項 」 と あ る の は 「 、 そ れ ぞ れ 同 条 第 二 項 に 規 定 す 項 」 と あ る の は 「 、 そ れ ぞ れ 同 条 第 二 項 に 規 定 す

る 支 障 の 有 無 又 は 同 条 第 三 項 」 と 、 同 条 第 三 項 中 る 支 障 の 有 無 又 は 同 条 第 三 項 」 と 、 同 条 第 三 項 中

「 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 「 第 七 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 第 七 条

第 四 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 三 項 」 と 、 「 同 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 三 項 」 と 、 「 同 条

第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 同 項 」 と 、 前 条 第 二 項 又 は 第 三 項 」 と あ る の は 「 同 項 」 と 、 前 条

第 一 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」 第 一 項 第 一 号 中 「 子 」 と あ る の は 「 要 介 護 者 」

と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁 組 の 取 消 と 、 同 項 第 二 号 中 「 子 が 離 縁 又 は 養 子 縁 組 の 取 消

し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 で な く な っ た 」 し に よ り 当 該 請 求 を し た 職 員 の 子 で な く な っ た 」

と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の と あ る の は 「 要 介 護 者 と 当 該 請 求 を し た 職 員 と の

親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 次 の 各 親 族 関 係 が 消 滅 し た 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 次 の 各

号 」 と あ る の は 「 前 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 と 読 み 号 」 と あ る の は 「 前 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 と 読 み

替 え る も の と す る 。 替 え る も の と す る 。

第 五 条 の 十 四 略 第 五 条 の 十 略

（ 年 次 休 暇 の 日 数 ） （ 年 次 休 暇 の 日 数 ）

第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規 第 七 条 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 則 で 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 一 日 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 日 数 ） と
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す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十

第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付

与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に

は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い

る 日 数 と す る 。 る 日 数 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

第 七 条 の 二 略 第 七 条 の 二 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で ４ 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 当 該 日 数 が 基 本 日 数 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 当 該 日 数 が 基 本 日 数

に 満 た な い 場 合 に あ っ て は 、 基 本 日 数 ） と す る 。 に 満 た な い 場 合 に あ っ て は 、 基 本 日 数 ） と す る 。

た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ

き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に は 、 同 条 き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に は 、 同 条

の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 と の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 と

す る 。 す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

（ 職 員 の 給 料 等 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 料 等 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 当 （ 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 当

を 支 給 し な い 時 間 等 ） を 支 給 し な い 時 間 等 ）

第 十 五 条 の 二 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 人 事 委 員 会 規 第 十 五 条 の 二 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す 則 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す

る 。 た だ し 、 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り る 。 た だ し 、 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り

条 例 第 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正 条 例 第 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正

規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計 中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計

し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前 し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前

の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。 中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。

一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変 一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変

更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り 更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と

い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条 い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条

例 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 務 例 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 務

時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た 職 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た 職

員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い う 。 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が 当 該 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が 当 該

休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務
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し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の 勤 務 し た と き に お け る 当 該 正 規 の 勤 務 時 間 中 の 勤 務

時 間 に 相 当 す る 時 間 時 間 に 相 当 す る 時 間

二 略 二 略

２ 略 ２ 略

（ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 七 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 ） （ 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 ）

第 七 条 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 は 、 次 の 各 号 に 掲 第 七 条 警 察 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 作 業 又 は 業 務 に 従 事 す る 者 に 支 給 す る も の と げ る 作 業 又 は 業 務 に 従 事 す る 者 に 支 給 す る も の と

し 、 そ の 手 当 の 額 は 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。 し 、 そ の 手 当 の 額 は 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。

一 ～ 十 八 略 一 ～ 十 八 略

十 九 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 十 九 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及

び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す

る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ る る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ る

勤 務 の 一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の 勤 務 の 一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の

午 前 五 時 前 の 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 午 前 五 時 前 の 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て

行 わ れ る 犯 罪 予 防 若 し く は 捜 査 、 交 通 取 締 、 看 行 わ れ る 犯 罪 予 防 若 し く は 捜 査 、 交 通 取 締 、 看

守 又 は 電 話 交 換 若 し く は 通 信 の 業 務 守 又 は 電 話 交 換 若 し く は 通 信 の 業 務

そ の 勤 務 時 間 が 深 夜 の 全 部 を 含 む と き 勤 そ の 勤 務 時 間 が 深 夜 の 全 部 を 含 む と き 勤

務 一 回 に つ き 千 百 円 務 一 回 に つ き 千 百 円

そ の 勤 務 時 間 が 深 夜 の 一 部 を 含 む と き 勤 そ の 勤 務 時 間 が 深 夜 の 一 部 を 含 む と き 勤

務 一 回 に つ き 七 百 三 十 円 務 一 回 に つ き 七 百 三 十 円

た だ し 、 深 夜 に お け る 勤 務 時 間 が 二 時 間 未 満 た だ し 、 深 夜 に お け る 勤 務 時 間 が 二 時 間 未 満

の 場 合 は 、 四 百 十 円 と す る 。 の 場 合 は 、 四 百 十 円 と す る 。

二 十 ～ 二 十 三 略 二 十 ～ 二 十 三 略

（ 通 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 通 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 三 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 七 条 前 条 の 通 勤 の 経 路 又 は 方 法 は 、 往 路 と 帰 路 第 七 条 前 条 の 通 勤 の 経 路 又 は 方 法 は 、 往 路 と 帰 路

と を 異 に し 、 又 は 往 路 と 帰 路 と に お け る そ れ ぞ れ と を 異 に し 、 又 は 往 路 と 帰 路 と に お け る そ れ ぞ れ

の 通 勤 の 方 法 を 異 に す る も の で あ つ て は な ら な の 通 勤 の 方 法 を 異 に す る も の で あ つ て は な ら な

い 。 た だ し 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 い 。 た だ し 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関

す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第

二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 が 深 夜 に 及 ぶ 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 が 深 夜 に 及 ぶ

た め こ れ に よ り 難 い 場 合 等 正 当 な 事 由 が あ る 場 合 た め こ れ に よ り 難 い 場 合 等 正 当 な 事 由 が あ る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。 は 、 こ の 限 り で な い 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

-
6

-

す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 す る 。 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十

第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付

与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に

は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い は 、 同 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い

る 日 数 と す る 。 る 日 数 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

第 七 条 の 二 略 第 七 条 の 二 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で ４ 条 例 第 十 一 条 第 一 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 定 め る 日 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 当 該 日 数 が 基 本 日 数 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 （ 当 該 日 数 が 基 本 日 数

に 満 た な い 場 合 に あ っ て は 、 基 本 日 数 ） と す る 。 に 満 た な い 場 合 に あ っ て は 、 基 本 日 数 ） と す る 。

た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 た だ し 、 そ の 日 数 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ 律 第 四 十 九 号 ） 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ り 付 与 す べ

き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に は 、 同 条 き も の と さ れ て い る 日 数 を 下 回 る 場 合 に は 、 同 条

の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 と の 規 定 に よ り 付 与 す べ き も の と さ れ て い る 日 数 と

す る 。 す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

（ 職 員 の 給 料 等 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 料 等 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 当 （ 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 超 過 勤 務 手 当

を 支 給 し な い 時 間 等 ） を 支 給 し な い 時 間 等 ）

第 十 五 条 の 二 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 人 事 委 員 会 規 第 十 五 条 の 二 条 例 第 十 五 条 第 三 項 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す 則 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 時 間 と す

る 。 た だ し 、 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り る 。 た だ し 、 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り

条 例 第 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正 条 例 第 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 割 振 り 変 更 前 の 正

規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 前 の 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 時 間 」 と い う 。 ） を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計 中 に 勤 務 し た 時 間 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 時 間 を 合 計

し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前 し た 時 間 に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 割 振 り 変 更 前

の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 割 り 振 ら れ た 勤 務 時 間

中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。 中 に 勤 務 し た 時 間 に 相 当 す る 時 間 と す る 。

一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変 一 勤 務 時 間 等 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 割 振 り 変

更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り 更 前 の 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 時 間 を 割 り

振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と 振 ら れ た 日 （ 以 下 「 割 振 り 変 更 後 の 勤 務 日 」 と

い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条 い う 。 ） の 属 す る 週 に 休 日 給 の 支 給 対 象 日 （ 条

例 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 務 例 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 正 規 の 勤 務 時 間 （ 勤 務

時 間 等 条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 時 間 等 条 例 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た 職 勤 務 時 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 勤 務 し た 職

員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い う 。 員 に 休 日 給 が 支 給 さ れ る こ と と な る 日 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が 当 該 以 下 同 じ 。 ） が あ る 場 合 に お い て 、 職 員 が 当 該

休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務 休 日 給 の 支 給 対 象 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 中 に 勤 務
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１ こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 の 施 行 の 日 か ら 令 和 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 勤 務

時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 規 則 第 五 条 の 六 第 二 項 第 三 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 五 月 の 期 間 」

と あ る の は 、 「 五 月 の 期 間 （ 令 和 元 年 十 一 月 以 後 の 期 間 に 限 る 。 ） 」 と す る 。

３ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

-
1

-

栃 木 県 公 営 企 業 管 理 規 程 第 二 号

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程 を 次 の よ う に 定

め る 。
令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 電 気 事 業 管 理 規 程 第

三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 勤 務 時 間 の 延 長 ） （ 勤 務 時 間 の 延 長 ）

第 三 条 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 業 務 の た め 臨 第 三 条 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 業 務 の た め 臨

時 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 労 働 基 準 法 （ 昭 時 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 労 働 基 準 法 （ 昭

和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） の 規 定 の 範 囲 内 で 、 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） の 規 定 の 範 囲 内 で 、

職 員 の 勤 務 時 間 を 延 長 し て 勤 務 さ せ る こ と が で き 職 員 の 勤 務 時 間 を 延 長 し て 勤 務 さ せ る こ と が で き

る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で る 。

あ る 場 合 に あ つ て は 、 業 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 管 理 者 の 権 限 を 行

う 知 事 が 別 に 定 め る 場 合 に 限 り 、 勤 務 時 間 を 延 長

し て 勤 務 さ せ る こ と が で き る 。

（ 年 次 休 暇 ） （ 年 次 休 暇 ）

第 十 一 条 略 第 十 一 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 年 次 休 暇 （ 第 一 項

の 規 定 に よ る 年 次 休 暇 の 日 数 が 十 日 以 上 で あ る 職

員 に 係 る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 、 次 項 及 び 第 六

項 に お い て 同 じ 。 ） の 日 数 の う ち 五 日 に つ い て

は 、 年 次 休 暇 を 与 え る こ と と し た 日 か ら 一 年 以 内

の 期 間 に 、 職 員 ご と に そ の 時 季 を 定 め る こ と に よ

り 与 え な け れ ば な ら な い 。

５ 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り

時 季 を 定 め る こ と に よ り 年 次 休 暇 を 与 え る と き

は 、 あ ら か じ め 、 当 該 職 員 の 意 見 を 聴 か な け れ ば

な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 管 理 者 の 権 限 を 行

う 知 事 は 、 当 該 職 員 の 意 見 を 尊 重 す る よ う 努 め る

も の と す る 。

６ 第 四 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 三 項 の 規 定 に よ

り 年 次 休 暇 を 与 え た 場 合 に お い て は 、 当 該 与 え た

年 次 休 暇 の 日 数 （ 当 該 日 数 が 五 日 を 超 え る 場 合 に

は 、 五 日 と す る 。 ） 分 に つ い て は 、 時 季 を 定 め る

こ と に よ り 与 え る こ と を 要 し な い 。

７ 略 ４ 略

附 則

こ の 管 理 規 程 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 一 条 中 第 四 項 を 第 七 項 と し 、 第 三 項 の 次

に 三 項 を 加 え る 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。



（20） 栃 木 県 公 報 号外第31号令和元（2019）年10月31日　木曜日

警 察 本 部

-
1

-

栃 木 県 公 営 企 業 管 理 規 程 第 二 号

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程 を 次 の よ う に 定

め る 。
令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 規 程 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 電 気 事 業 管 理 規 程 第

三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 勤 務 時 間 の 延 長 ） （ 勤 務 時 間 の 延 長 ）

第 三 条 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 業 務 の た め 臨 第 三 条 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 業 務 の た め 臨

時 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 労 働 基 準 法 （ 昭 時 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 労 働 基 準 法 （ 昭

和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） の 規 定 の 範 囲 内 で 、 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） の 規 定 の 範 囲 内 で 、

職 員 の 勤 務 時 間 を 延 長 し て 勤 務 さ せ る こ と が で き 職 員 の 勤 務 時 間 を 延 長 し て 勤 務 さ せ る こ と が で き

る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で る 。

あ る 場 合 に あ つ て は 、 業 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 管 理 者 の 権 限 を 行

う 知 事 が 別 に 定 め る 場 合 に 限 り 、 勤 務 時 間 を 延 長

し て 勤 務 さ せ る こ と が で き る 。

（ 年 次 休 暇 ） （ 年 次 休 暇 ）

第 十 一 条 略 第 十 一 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 年 次 休 暇 （ 第 一 項

の 規 定 に よ る 年 次 休 暇 の 日 数 が 十 日 以 上 で あ る 職

員 に 係 る も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 、 次 項 及 び 第 六

項 に お い て 同 じ 。 ） の 日 数 の う ち 五 日 に つ い て

は 、 年 次 休 暇 を 与 え る こ と と し た 日 か ら 一 年 以 内

の 期 間 に 、 職 員 ご と に そ の 時 季 を 定 め る こ と に よ

り 与 え な け れ ば な ら な い 。

５ 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り

時 季 を 定 め る こ と に よ り 年 次 休 暇 を 与 え る と き

は 、 あ ら か じ め 、 当 該 職 員 の 意 見 を 聴 か な け れ ば

な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 管 理 者 の 権 限 を 行

う 知 事 は 、 当 該 職 員 の 意 見 を 尊 重 す る よ う 努 め る

も の と す る 。

６ 第 四 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 三 項 の 規 定 に よ

り 年 次 休 暇 を 与 え た 場 合 に お い て は 、 当 該 与 え た

年 次 休 暇 の 日 数 （ 当 該 日 数 が 五 日 を 超 え る 場 合 に

は 、 五 日 と す る 。 ） 分 に つ い て は 、 時 季 を 定 め る

こ と に よ り 与 え る こ と を 要 し な い 。

７ 略 ４ 略

附 則

こ の 管 理 規 程 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 一 条 中 第 四 項 を 第 七 項 と し 、 第 三 項 の 次

に 三 項 を 加 え る 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

-
1

-

栃 木 県 公 営 企 業 管 理 規 程 第 三 号

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 給 与 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 給 与 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程

栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 給 与 規 程 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 電 気 事 業 管 理 規 程 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 日 直 手 当 ） （ 宿 日 直 手 当 ）

第 六 条 条 例 第 十 二 条 に 規 定 す る 宿 日 直 手 当 の 額 第 六 条 条 例 第 十 二 条 に 規 定 す る 宿 日 直 手 当 の 額

は 、 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 は 、 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 七 年 栃

木 県 訓 令 第 百 五 号 ） 第 三 条 第 五 号 に 規 定 す 木 県 訓 令 第 百 五 号 ） 第 三 条 第 一 項 第 五 号 に 規 定 す

る 額 と す る 。 る 額 と す る 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 管 理 規 程 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 営 企 画 課 ）

-
1

-

栃 木 県 警 察 本 部 訓 令 甲 第 四 号

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 警 察 本 部 長 原 田 義 久

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 警 察 本 部 訓 令 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の 勤 務 時 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の 勤 務 時

間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 条 に 規 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 条 に 規

定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 の 休 日 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 の 休 日

若 し く は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 若 し く は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定

す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 従 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 従

事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保

全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 （ 管 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 （ 管

理 又 は 監 督 の 業 務 を 含 む 。 ） 、 事 件 の 捜 査 又 は 事 理 又 は 監 督 の 業 務 を 含 む 。 ） 、 事 件 の 捜 査 又 は 事

故 処 理 等 及 び 寮 生 に 対 す る 生 活 指 導 、 監 督 を 目 的 故 処 理 等 及 び 寮 生 に 対 す る 生 活 指 導 、 監 督 を 目 的

と す る 勤 務 を い う 。 と す る 勤 務 を い う 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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-
1

-

栃 木 県 警 察 本 部 訓 令 甲 第 四 号

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 元 年 十 月 三 十 一 日

栃 木 県 警 察 本 部 長 原 田 義 久

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

警 察 職 員 の 宿 日 直 手 当 支 給 規 程 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 警 察 本 部 訓 令 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ） （ 宿 直 勤 務 、 日 直 勤 務 ）

第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時 第 二 条 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 と は 、 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の

勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の 勤 務 時 勤 務 時 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 正 規 の 勤 務 時

間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 条 に 規 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 又 は 同 条 例 第 八 条 に 規

定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 の 休 日 定 す る 祝 日 法 に よ る 休 日 若 し く は 年 末 年 始 の 休 日

若 し く は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定 若 し く は 国 の 行 事 の 行 わ れ る 日 で 任 命 権 者 が 指 定

す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 従 す る 日 の 正 規 の 勤 務 時 間 に お い て 本 来 の 勤 務 に 従

事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保 事 し な い で 行 う 庁 舎 、 設 備 、 備 品 、 書 類 等 の 保

全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 （ 管 全 、 外 部 と の 連 絡 、 文 書 の 収 受 、 庁 内 の 監 視 （ 管

理 又 は 監 督 の 業 務 を 含 む 。 ） 、 事 件 の 捜 査 又 は 事 理 又 は 監 督 の 業 務 を 含 む 。 ） 、 事 件 の 捜 査 又 は 事

故 処 理 等 及 び 寮 生 に 対 す る 生 活 指 導 、 監 督 を 目 的 故 処 理 等 及 び 寮 生 に 対 す る 生 活 指 導 、 監 督 を 目 的

と す る 勤 務 を い う 。 と す る 勤 務 を い う 。

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 訓 令 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。


